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本落札者決定基準は、「柳泉園クリーンポート長期包括運営管理事業」（以下「本事業」という。）

を実施する民間事業者を総合評価一般競争入札により選定するにあたり適用されるものであり、本事

業に係る入札の公告に基づく民間事業者の選定等については、関係法令に定めるもののほか、募集要

項（入札説明書、要求水準書、事業契約書案、様式集）によるものとする。 

本落札者決定基準は、総合評価一般競争入札方式により落札者を決定するため、応募者から提出さ

れた提案書を可能な限り客観的に評価する基準として示すものであるとともに、柳泉園組合が応募者

の提案に期待している内容を示すものである。 

1 事業者選定方法 

事業者の選定は、次の手順により実施するものとする。なお、各段階の審査に関しては、審査委

員会において評価・審査を行い、その審査結果を受け、組合が落札者を決定することとする。 

1) 第１段階：資格審査 

資格審査は、応募者から提出された資格確認申請書類等を基に、応募者が入札説明書の「8 1) 

応募者の備えるべき参加資格要件」に示した要件を満たすことを確認する。参加資格要件を満た

すことが確認された応募者のみ、次段階の形式審査に参加できるものとする。 

2) 第２段階：形式審査 

形式審査は、第１段階を通過した応募者から提出された書類について、技術提案書が技術的観

点から見て組合の要求する水準を満足する内容であること、事業計画書が事業としての妥当性を

有していることの確認を行うものとする。これらを満たすことが確認された応募者のみ、次段階

の非価格要素審査及び価格審査に参加できるものとする。 

具体的には、提出された入札書類について、審査委員会において以下のとおり形式審査を行う。 

・必要な書類がそろっているか  

・書類間で整合しているか  

・要求水準を満たした事業提案がなされているか  

・事業提案と入札価格内訳が整合しているか  

・事業契約書案を遵守しているか  

・事業計画書がコストや収益等の点において妥当か  

3) 第３段階：非価格要素審査及び価格審査 

形式審査において、提案が組合の要求する水準を満たした内容であると確認された応募者を対

象として、非価格要素審査を実施するものとする。非価格要素審査では、応募者の提案のうち、

前項の選定基準に沿った視点で審査委員会において評価を行い、非価格要素点を算定することと

する。また、価格審査では、価格提案書に記載の金額が予定価格以内であることを条件として各

社の提案価格を一定の算定式に基づき、点数化して価格点を算定する。 

4) 第４段階：総合評価 

3)の非価格要素点と価格点とを合わせて総合評価点を算出する。総合評価点の算定方法等につ

いては、後段に示すこととする。 
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入札公告

入札説明書類の配布

質疑回答(参加資格申請に関するもの)

参加資格確認申請書の提出

参加資格審査

無効
予定価格超過

資格確認手続
資格要件不備

参加資格通知

質疑回答(入札説明書等に関するもの)

入札書類(入札書・事業提案書・事業計画書等）の提出

事業提案書等の確認

欠格

選定手続 総合評価方式による総合評価点の算定

落札者の決定

基本契約の締結

形式審査

不合格
形式審査項目の不備 入札価格の確認(開札)

事業提案書等ヒアリング

特別目的会社を設立する場合

特別目的会社の設立

事業契約の締結

非価格要素審査 価格審査
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2 総合評価の方法 

予定価格を超過していない最終審査対象者について、「非価格要素点」と「価格点」の合計によ

って「総合評価点」を算出し、総合評価点が最も高い者を、落札者とする。 

総合評価点は100点を満点とする。 

非価格要素点と価格点の比率は、６：４とする。 

3 価格点の算出方法 

各最終審査対象者の入札価格について、以下の算式に基づいて価格点を算出する。 

点数は、少数点以下第3位を四捨五入した値とする。 

最低価格＝最も低い価格で応札した業者の提案した価格 

（ただし、入札価格＜予定価格×80％の場合、上記式の最低価格及び入札価格は予定価格×

80％として取り扱う。） 

総合評価点＝非価格要素点＋価格点 

価格点＝配点×（最低価格／入札価格） 
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4 非価格要素点の算出方法 

1) 評価項目と配点 

非価格要素の評価項目及び配点は以下に示すとおりである。 

項目 配点 審査する点 

運転維持

管理体制

（4点） 

組織構成と有資格者の

確保及び配置 
4 

組織体制として必要かつ十分な人員が配置され、かつ、適正

な有資格者が確保され、配置されていること。 

指示命令系統が明確であり、適切な報告連絡体制が整備され

ていること。 

運転管理

業務 

（13 点）

搬入管理 4 

実施方針、実施方法が適切であり、処理不適物や危険物等の

除去及び分別管理等が徹底して行えるものとなっているこ

と。 

運転計画・管理 9 

適正な運転計画のもとに運転管理が実施されていることや将

来的に想定されるごみ量の減少に対して効果的な対策が計画

されていること。また、搬入・搬出物、排ガス等の性状分析

の方法・頻度が必要かつ十分なものとなっていること。さら

には、効率的な発電が可能なものとなっていること。 

維持管理

業務 

（18 点）

調達計画 3 

調達方針及び調達計画について、不測の事態が発生した際に

も適正に施設が稼動できるよう適切なものとなっているこ

と。 

点検・検査計画 4 
本施設の点検・検査計画の内容が必要かつ十分なものとなっ

ており、かつ効率的な計画となっていること。 

補修（大規模補修含む）

計画 
11 

本施設の補修（大規模補修含む）計画の内容が必要かつ十分

なものとなっており、かつ効率的な計画となっていること。 

環境管理

業務 

（12 点）

環境保全基準・計画  9 

運転維持管理の効率性を確保しつつ、周辺環境への影響を最

小限におさえる環境保全基準及び設定方針となっているこ

と。また、それらを実現するための計画となっていること。 

作業環境管理基準・計画 3 

作業員の安全確保に十分配慮した作業環境管理基準及び設定

方針となっているか。また、それらを実現するための計画と

なっているか。 

情報管理業務 

（3点） 
3 

各報告書の作成の考え方（項目、頻度、保管期間）、データ

等の管理が適切なものとなっていること。 

事業管理計画 

（3点） 
3 財務・収支計画が適切であること。 

リスク管理計画 

（4点） 
4 

ごみ量・ごみ質の変動や火災、地震、重故障等の将来発生す

ることが想定されるリスクへの対応が適切に実施できるよう

なリスク管理方針及び管理体制となっていること。緊急対応

マニュアルが整理されていること。 

地域振興  

（3 点） 
3 

地元雇用、地元企業への貢献など地域経済への配慮及び環境

学習、環境保全に関する情報提供、緑地帯の活用など周辺住

民への配慮がなされていること。 
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2) 点数化方法 

各最終審査対象者の提案内容について、1)の各項目に関して下表に示す「評価点の付与の考え

方」に基づいて評価を行い、評価点を算出する。

点数は、少数点以下第3位を四捨五入した値とする。

評価 評価内容 採点の算出方法 

Ａ 非常に優れている 配点×100% 

Ｂ ＡとＣの中間程度 配点×75% 

Ｃ 優れている 配点×50% 

Ｄ ＣとＥの中間程度 配点×25% 

Ｅ 要求水準を満たす程度である 配点×0% 

5 総合評価点の算出方法 

非価格要素点と価格点から、2 に示す算式に基づき、総合評価点を算出する。 

（例）Ａ社の非価格要素点が43.25点、価格点が35.12点の場合 

Ａ社の総合評価点＝非価格要素点＋価格点 

＝43.25点＋35.12点＝78.37点 


